
第１５回福井県障がい者スポーツ大会 アーチェリー競技実施要領 

 

１ 競技規則 
  令和７年度に適用の全国障害者スポーツ大会競技規則(公益財団法人日本パラスポーツ
協会制定)によるもののほか、この要領の定めるところによる。 

 

２ 競技方法 

（１）競技方法 

① 種目は、男女とも 30m ダブルラウンドおよび 50m・30m ラウンドとする。 

② 部門は、リカーブ部門とコンパウンド部門とする。 

③ 試射は競技の最初に６射以内とする。 

④ 50m・30m ラウンドは、50m、30m の各距離から１エンド３射（２分）で 36 射 

ずつ行射する。 

⑤ 30ｍダブルラウンドは、30m、30m の各距離から１エンド３射（２分）で 36 射 

ずつ行射する。 

⑥ 第８頸髄まで残存および上肢障害の選手はリカーブ部門において、審判員の承認 

を得て手に補助具（リリースエイド等の発射装置）を使用することができる。 

（２）競技進行は、音響・視覚による時間管理装置により行う。 

（３）得点記録および矢の回収は、競技運営主管団体が行う。 

 

３ 的番・立順 

  的番および立順は、主催者が決定する。 

 

４ 用具 

  競技に必要な用具は、出場選手が各自用意し、用具検査を受けたものを使用する。 

 

５ 服装等 

  ナンバーカード（ゼッケン）は、主催者が交付したものを審判員が確認できるよう背部
または車いすの背もたれに付ける。 

 
６ 招集 

（１）招集は、招集所において競技開始 10 分前に終了する。 

（２）招集完了時刻にいない選手は、棄権したものとみなし出場することはできない。 

 

７ 用具検査 

  用具検査は、開始式の前に競技会場で行う。用具検査には、弓具以外に服装、番号布、
車いす、補助用具等を含む。 

 

８ 介助者 

（１）障がい区分１または特別な事情のある選手は、介助者を１名つけることができる。 

（２）介助を必要とする選手は、あらかじめ主催者の承認を得なければならない。介助者は、
シューティングラインまで入場することができる。 

（３）介助者等の引率者が競技会場に入場を希望する場合は、様式 4 競技会場入場申請書を
事前に提出しなければならない。 

   なお、大会当日の申請については、急遽、介助者を要する事情が発生した場合のみ、

介助者の入場を申請できる。ただし、初参加のため「不安がっている」、「緊張している」
等、助力行為とみなされる場合の申請は認めない。 



（４）競技場内では、用具に重大な異常が生じていることを告げる場合を除き、競技者 

の有利になるような助言等をしてはならない。 

（５）競技場内に競技上必要な物以外は持ち込んではならない。 

（６）競技役員の指示に従うものとし、注意・警告を受け、聞き入れない場合は、当該競技
者を失格とする。 

 
９ 表彰 

各ラウンド単位で、男女・障がい・年齢区分毎に１位の競技者にメダルを授与する。 
 
10 その他 
（１）競技場内へは、主催者の許可を受けた者以外は立ち入ることができない。 
（２）荒天時他不測の事態が生じた場合の取扱いは、主催者において別途決定する。 


